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2019 年 9 月 27 日 

各 位 

会 社 名 ケ イ テ ィ ケ イ 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役会長兼社長 青山 英生 

（コード：3035 東証 JASDAQ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ） 

問合せ先 管 理 本 部 長 青山 敏久 

 （TEL．052－931－1881） 

通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

当社は、2019 年 9月 27日開催の取締役会において、2018 年 10 月 2日に公表いたしました 2019

年 8 月期の通期業績予想及び配当予想を修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正について 

① 2019 年 8 月期通期連結業績予想数値の修正 

（2018 年 8 月 21 日～2019 年 8 月 20 日） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に

帰 属 す る

当 期 純 利 益

１株当たり

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）
百万円

16,905
百万円

243
百万円

272
百万円

159
円 銭

27.78

今回修正予想（Ｂ） 16,699 285 314 216 37.78

増 減 額（Ｂ－Ａ） △206 42 42 57

増 減 率（ ％ ） △1.2 17.7 15.8 36.0

（ 参 考 ） 前 期 実 績

（ 2 0 1 8 年 8 月 期 ） 16,989 249 279 174 30.44

修正の理由 

2019年 8月期の通期連結業績予想は、「ktkイノベーションプラン」を最速実行したことで、

当社を中心に売上高は上昇基調にありましたが、連結子会社の株式会社青雲クラウンにお

ける主要顧客の売上減少により、前回発表予想を下回る見込みです。 

営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益については、原材料費の見直し

による製造コストの削減の他、調達コストの削減、経費の削減など、様々な施策を強力に

推進したことにより、前回発表予想を上回る見込みであります。 
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② 2019 年 8 月期通期個別業績予想数値の修正 

（2018 年 8 月 21 日～2019 年 8 月 20 日） 

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）
百万円

8,020
百万円

199
百万円

121
円 銭

21.14

今回修正予想（Ｂ） 8,059 243 169 29.56

増 減 額（Ｂ－Ａ） 39 44 48

増 減 率（ ％ ） 0.5 22.5 39.8

（ 参 考 ） 前 期 実 績

（ 2 0 1 8 年 8 月 期 ） 8,011 187 116 20.41

修正の理由 

2019年 8月期の通期個別業績予想は、「ktkイノベーションプラン」を最速実行したことで、

売上、利益共に前回発表予想を上回る見込みです。 

売上高につきましては、営業効率のアップによる営業量の拡大により、前回発表予想を上

回る見込みで、経常利益及び当期純利益については、原材料費の見直しによる製造コスト

の削減の他、調達コストの削減、経費の削減など、様々な施策を強力に推進したことによ

り、前回発表予想を上回る見込みであります。 

２．配当予想の修正について 

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想
円 銭

－ 
円 銭

0.00
円 銭

－ 
円 銭

9.00
円 銭

9.00

今 回 修 正 予 想 11.00 11.00

当 期 実 績 － 0.00 － 

前 期 実 績

（2018 年 8 月期） 
－ 0.00 － 10.00 10.00

修正の理由 

当社は、利益配分に関して、①株主に対する利益還元、②経営基盤の強化と積極的な事業

展開に備えるための内部留保の確保、③当社従業員に対する還元の３つを基本方針として

おり、この方針に基づき、内部留保を確保しつつ、業績に応じた配当を行うこととしてお

ります。2019 年 8 月期の期末配当につきましては、本日発表の上記業績予想と今後の経営

環境を勘案し、前回発表予想の１株当たり 9 円から 2 円増配し、11 円とすることといたし

ました。 

(注) 本資料に記載されている業績予想及び配当予想は、発表日現在において入手可能な情報に

基づいて作成したものであり、実際の業績及び配当は今後の様々な要因により予想数値と

異なる場合があります。 

以 上


